
１

【２点間の距離】

　　次の点間の距離を求めよ。

　，  ， ， 　　　　　　　　　　 ， ，， 

　，  ，，  　　　　　　　　　原点，， 

２

【２点間の距離】

　　点は軸上にあり，点 ， ，，  から等距離にある。の座標を求

めよ。

３

【平面上の分点の座標】

　　点 ， ， ， を結ぶ線分について，次の点の座標を求めよ。

　：に内分する点　　　　　　　

　：に外分する点　　　　　　　　

　中点

４

【点に関して点と点が対称】

　　点，に関して，点，と対称な点の座標を求めよ。

５

【三角形の重心】

　　 ， ， ， ， ， を頂点とする△の重心の座標を求めよ。

６

【直線の方程式】

　　次のような直線の方程式を求めよ。

　点，  を通り傾きがの直線

　点 ， を通り，軸に平行

７

【直線の方程式】

　　次の点を通る直線の方程式を求めよ。

　 ， ，，  　　　　　　　　

　，  ，，  　　　　　　　　　

８

【一直線上にある３点】

　　，，，，，  が同一直線上にあるような定数の値を求

めよ。

【２直線の平行と垂直】

９　　直線



，  が次の条件を満たすとき，定数の値をそれ

ぞれ求めよ。

　直線が平行になるとき，の値を求めよ。

　直線が垂直になるとき，の値を求めよ。



【２直線の平行と垂直】

　　点，  を通り，直線    に垂直な直線の方程式を求めよ。
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

【垂直二等分線】

　　点，，，を結ぶ線分の垂直二等分線の方程式を求めよ。



【線対称】

　　直線    をとする。直線について点 ， と対称な点の座標を

求めよ。



【点と直線の距離】

　　次の点と直線の距離を求めよ。

　点，  ，直線    

　点 ， ，直線



【円の方程式】

　　次のような円の方程式を求めよ。

　中心が点，，半径の円

　中心が点，で，点，を通る円

　点，，，を直径の両端とする円

　中心が点，で，軸に接する円

　点，を通り，軸，軸の両方に接する円



【中心が直線上にある円の方程式】

　　中心が直線上にあり，点，，，を通る円の方程式を求めよ。



【円の方程式標準形への変形】

　　方程式      はどのような図形を表すか。
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

【３点を通る円】

　　次の点，，を通る円の方程式を求めよ。

　　　　　　，，，，，



【円と直線の共有点】

　　次の円と直線は共有点をもつ。その座標を求めよ。

　   ，   　　　　　　　　

　   ，   



【円と直線の共有点の個数】

　　円   と直線   について，次の問いに答えよ。

　円と直線が共有点をもつとき，定数 の値の範囲を求めよ。

　円と直線が接するとき，定数 の値と接点の座標を求めよ。

【円と直線の共有点の個数】

　　半径の円    と直線が接するとき，の値を求めよ。
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

【弦の長さ】

　　円    と直線の交点を，とするとき，線分の長さを求

めよ。



【円周上の点における接線】

　　次の円上の点における接線の方程式を求めよ。

　円   ，点， 

　円   ，点 ，



【円外の点から引いた接線】

　　点 ， から円   に引いた接線の方程式と接点の座標を求めよ。



【２つの円の位置関係】

　　中心，－で，円    に内接する円の方程式を求めよ。



【２つの円の共有点の座標】

　　次のつの円の共有点の座標を求めよ。

　　　　　　    ，　    



【２つの円の交点を通る直線円】

　　つの円    ，    は異なる点で交わる。

　つの交点を通る直線の方程式を求めよ。

　つの交点と原点を通る円の方程式を求めよ。
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１

【条件を満たす点の軌跡】

　　次の条件を満たす点の軌跡を求めよ。

　点 ， ， ， に対して，    である点

　点 ， ， ， からの距離の比が：である点



【連動する点の軌跡】

　　点が円    上を動くとき，点 ， と点を結ぶ線分の中点の

軌跡を求めよ。



【不等式の表す領域】

　　次の不等式の表す領域を図示せよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





 





　  　　　　　　　　　　　　　　   





 





　     　　　　　　　　　　　　 
    

   　　　　　　













【連立不等式の表す領域】

　　次の連立不等式の表す領域を図示せよ。

　
   

   






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　    







　
  

 
　　　　　　　　　　　







　
    

   









【不等式の表す領域】

　　次の不等式の表す領域を図示せよ。

　        







　
      









【領域の最大値最小値】

　　，がつの不等式  ，  ，   ，   を同時に満たすとき，次

の式の最大値，最小値を求めよ。

　  

　
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